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■定期的な分解整備のメリット
・ベアリングユニット部品の寿命延⻑
・設備トラブルの予防

トラブルの例①「O-リングの損傷による製品漏れ」

トラブルの例②「ベアリングハウジングのピン折れ」

例のように劣化や損傷した状態の部品を使⽤し続けると
製品が漏れたり、他の部品の損傷にもつながります。
定期的な整備と部品交換を⾏うことで、設備トラブルの予防につながります。

■推奨整備頻度
1~2回/年

ベアリングユニットの定期的な
分解整備を始めてみませんか？

製品や機械の相性もあるため、ご興味のある⽅や
お悩みの⽅はぜひ弊社営業担当までご連絡ください。

分解整備前

補修前 補修後

交換前のOリング

新品のOリング

ベアリングユニット内で
破損していたOリング

分解整備後


